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みんなで祝おう！！津山城築城４００年�

４月１日からの４００日、津山は記念事業一色に染まります。�
みんなで歴史を感じ、楽しみ、これからのまちづくりを考えてみましょう。�

まず、春の陣と夏の陣を中心に内容をお知らせします。�

　
江
戸
の
人
気
浮
世
絵
師
で
、
の
ち
に

津
山
藩
お
抱
え
絵
師
と
な
っ
た
鍬
形
�

斎
の
作
品
を
東
京
の
太
田
記
念
美
術
館

と
協
力
し
て
展
示
し
、
そ
の
才
能
と
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
20
日
（
祝
）
〜
４
月
18

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
月
曜
日
お
よ
び
３
月
23
日
（
火
）

は
休
館
日

と
こ
ろ
　
津
山
郷
土
博
物
館

入
館
料
　
一
般
２
１
０
円
、
高
校
・
大

学
生
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
郷
土
博
物
館

3
22
‐
４
５
６
７
へ

　
民
謡
と
踊
り
で
始
ま
り
、
式
典
、
鏡

開
き
、
紅
白
も
ち
ま
き
（
抽
選
券
入
り
）
、

太
鼓
シ
ョ
ー
で
開
幕
を
祝
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
入
園
者
先
着
４
０
０
人
に
桜
の

苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
（
津
山
さ
く
ら
ま

つ
り
の
オ
ー
プ
ン
式
と
共
同
開
催
）

と
き
　
４
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
津
山
城
跡
正
面
入
り
口
付
近

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
城
築
城
４
０
０

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
3
32
‐

２
０
２
３
へ

４
月
１
日
〜
５
月
31
日�

津
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念�

特
別
展 

「
　
　
　
　
」�

　
町
人
、
商
家
や
武
家
の
娘
な
ど
江
戸

時
代
の
着
物
姿
で
開
幕
式
に
参
加
し
、

江
戸
時
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
遷
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
開
幕
式
を

華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

と
き
　
４
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
津
山
城
跡
正
面
入
り
口
付
近

問
い
合
わ
せ
先
　
彩
装
き
も
の
学
院

3
31
‐
０
３
７
７
へ�

市
民
自
主
企
画
事
業�

開
　
幕
　
式�

津
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念�

開
幕
式
を
彩
る�
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特集２� イベントカレンダー�

　
津
山
城
・
城
下
町
の
自
然
や
文
化
に

親
し
み
な
が
ら
身
近
な
と
こ
ろ
を
歩
き
、

歴
史･

自
然･

文
化
に
ふ
れ
る
催
し
で
す
。

と
き
　
５
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
（
受
付
）

と
こ
ろ
　
津
山
城
跡
（
正
面
入
り
口
集

合
）

参
加
費
　
３
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
総
合
体

育
館
3
24
‐
０
２
０
２
へ�

�����

　
築
城
当
時
の
城
普
請
の
よ
う
す
を
「
森

忠
政
公
祝
賀
行
列
」
「
築
城
安
全
祈
願

河
内
玉
琳
修
験
者
行
列
」
「
歴
史
石
曳

き
」
「
大
石
曳
き
」
を
中
心
に
再
現
し

ま
す
。�

と
き
　
５
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
６
時
（
予
定
）�

※
雨
天
時
は
翌
日
開
催�

と
こ
ろ
　
市
内
中
心
部�

参
加
方
法
　
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い�

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
城
築
城
４
０
０

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
3
32
‐

２
０
２
３
へ�

美
作
の
中
世�

　
　
山
城
サ
ミ
ッ
ト�

市
民
自
主
企
画
事
業�

押
花
で
つ
づ
る�

　
　
城
下
町
津
山�

市
民
自
主
企
画
事
業�

市
民
自
主
企
画
事
業�

大
型
布
絵
芝
居�

   
「
津
山
の
城
つ
く
り
」 

公
演�

市
民
自
主
企
画
事
業�

津
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念�

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー�

〜
築
城
大
石
曳
き
〜�

津
山
歴
史
時
代
絵
巻�

講
師
　
星
野
仙
一
さ
ん
（
前
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
監
督
）�

演
題
　
最
強
の
リ
ー
ダ
ー
　
星
野
仙
一

が
語
る
「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
」

参
加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
要
）

応
募
方
法
　
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
津
山
城
築
城
４
０
０

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
3
32
‐

２
０
２
３
へ�

　�　
　
　

　
津
山
城
の
石
垣
を
バ
ッ
ク
に
「
津
山

の
城
つ
く
り
」
の
物
語
を
大
型
布
絵
芝

居
で
上
演
し
、
あ
わ
せ
て
城
下
町
津
山

の
庶
民
の
生
活
を
「
津
山
の
四
季
」
と

し
て
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
、

３
時
〜
（
２
回
公
演
）

と
こ
ろ
　
津
山
城
跡
（
表
中
門
跡
）

参
加
費
　
通
常
の
入
園
料
を
支
払
い
入

場
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
・
高

宮
さ
ん
3
22
‐
３
９
３
９
へ�

������

　
美
作
地
域
に
は
中
世
の
山
城
が
多
数

散
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
人
々

の
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
、

そ
の
遺
構
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
津

山
城
築
城
の
前
史
と
し
て
の
背
景
を
問

い
ま
す
。

と
き
　
５
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
５
時
30
分

と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講
師
・
演
題
　
亀
山
行
雄
さ
ん
（
古
代

吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
＝
美
作
の
中

世
山
城
と
構
跡
、
池
田
　
誠
さ
ん
（
中

世
城
郭
研
究
会
）
＝
美
作
の
中
世
城
郭

に
つ
い
て

※
山
城
登
山
会
（
10
月
）
、
山
城
サ

ミ
ッ
ト
（
11
月
）
も
開
催
し
ま
す

参
加
費
　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
先
　
美
作
の
中
世
山
城

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
・
土
居
さ

ん
3
28
‐
３
７
３
０
へ�

������

　
津
山
に
ち
な
ん
だ
押
し
花
額
の
展
示

と
桜
を
使
っ
た
押
し
花
は
が
き
の
無
料

体
験
会
で
す
。

と
き
　
５
月
14
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ
　
市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
押
花
ア
ー
ト
会
代
表
・

佐
々
木
さ
ん
3
22
‐
９
０
０
３
へ

津
山
城
築
城
４
０
０
年
記
念�

記
念
講
演
会�

　
今
年
は
津
山
市
制
75
周
年
に
も
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
津
山
城

築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
委
員
の
ほ
か
に
津
山
市
の
姉
妹
都
市
、

友
好
交
流
都
市
、
県
内
市
町
村
の
関

係
者
な
ど
が
参
加
し
て
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
津
山
城
や
当
時
の
城

下
町
の
よ
う
す
を
再
現
し
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
初
披

露
も
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
式
典
終
了
後
、
記
念
公
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
４
時
15
分

と
こ
ろ
　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

津
山
城
築
城
４
０
０
年�

津
山
市
制
75
周
年�

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会�


